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２０１９年度会計決算 
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２０１９年度決算概要 

 

１・固定資産の増加と補助金申請について 

① 新たな固定資産 

 退職給付引当金の資産計上について、平成30 年度（平成31 年1 月）の指導検査で助言を受け、今年度末

に退職給付引当金と同額を「退職給付引当資産」に計上した。本部の流動資産（普通預金）が減額し、固定資産

に約600 万円振り替えられ、将来の支給のために資産の留保を伴う形になった。 

 また、本部では地域貢献として実施しているウォールパズルアートのロゴと文字の商標登録し、商標権の「権

利」を取得した。前年度10 月に出願し（前年度支出した経費は「建設仮勘定」で計上）、登録は今年度10 月に

完了した。 

 障害者福祉センターでは、業者からの協力金と本部からの繰入金を充当して会議室にプロジェクターを設置し

た。同じ指定管理事業のあゆみの家ではインセンティブを活用し、新宿区に帰属しない「建物」、「器具及び備

品」をすでに計上しており、障害者福祉センターでも法人の資産を所有することになった。 

② 補助金 

 経常的な福祉ホームの補助金の他に、本部で「パラスポーツ体験による障害者理解と地域交流促進事業」（新

宿区）補助金100 万円、ぽけっとで「障害者グループホーム体制強化支援事業補助金」（東京都）約270 万

円、補助金を申請した。 

 本部の申請事業は指定管理事業のインセンティブの活用も見込み、3 月に実施する予定だったが、コロナウィ

ルス感染症の対応のため開催を見送った。委託業者に支払った準備経費の出費に補助金が充てられ、インセン

ティブの活用には至らなかった。 

 ぽけっとの補助金は、利用者の障害程度区分からグループホーム 3 か所のうちぽけっとのみが対象になった。

補助金により人件費が補填できたため、当期活動増減差額が約270 万円で、前年度比約100 万円増額した。 

③ 消費税納税 

 平成28 年度決算で課税売上の合計額が消費税納付義務が生じる 1,000 万円を超えたため、平成30 年度

より消費税を納税している。就労支援事業の収益約600 万円の他、本部の事業収益、障害者福祉センター、あ

ゆみの家、ぽけっとの利用者等外給食費収益等が課税されるが、今年度、障害者福祉センター多機能型事業所

喫茶コーナーの営業日縮小により課税売上は約880 万円で、前年度の 950 万円と同様に 1,000 万円以下

となった。今年度は消費税納税額が約30 万円だが、収益が現状のまま推移した場合は令和3 年度以降は免税

になる。 

 

２．事業運営と収支状況 

①指定管理事業のインセンティブ 

 平成29、30 年度には、あゆみの家のスヌーズレンルームの改修、障害者福祉センターの福祉避難所体験型

プログラム、音楽セラピーサークル等で利用者への還元してきた他、処遇改善加算対象外職員（サービス管理責

任者や事務職、専門職）の期末賞与、あじさいホームとひまわりホーム職員の処遇改善加算手当に活用した。 

 今年度は、前年度と同様に職員の待遇改善、人材育成コンサルティング経費に充当し、その他にあゆみの家で
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は、重度重複障害の利用者の活動の幅を幅を広げられるよう ICT 機器の整備に約84 万円、職員用トイレの設

備改修（温水器設置）に約107 万円支出している。 

 今年度のインセンティブ（収入見込み超過額の半額）は、あゆみの家220 万円、障害者センター200 万円

で、指定管理事業の当期末支払資金残高は合計1,600 万円となった。  

②ルクールからの運営費補填 

 ルクールから福祉ホームへの運営費の補填として前年度と同額の 600 万円を繰り入れている。前年度は繰り

入れが不要だったひまわりホームは 500 万円と増額し、逆に、あじさいホームは減額した。繰入金の増減は人

員配置が影響しているが、来年度あじさいホームでは設備資金借入金の返済が終了するため（年度末残高約

130 万円）、今後も引き続きひまわりホームへの繰り入れが見込まれる。 

 また、収益の増額により、福祉ホームの他に本部の退職給付引当資産にも約600 万円充当することができ

た。 

 今年度、法人全体のサービス活動収益は前年度に続いて 8 億円を超え、約8 億 4,000 万円である。前年度

比約3,200 万円の増額で、そのうち 2,400 万円はあゆみの家が占めている。あゆみの家は、前年度約

２,500 万円だった指定管理料返還金（未払費用）が人件費の執行率が上がり 1,500 万円になった。また、法

人全体で事務費が前年度比2,200 万円増額しているが、このうち約1,900 万円は通所バス運行業務委託費

の増額等による指定管理事業の増額である。 

 収支の状況は、資金収支計算書当期資金収支差額－約780 万円、当期末支払資金残高約1 億4,800 万

円、事業活動計算書当期活動増減差額約－370 万円、次期繰越活動増減差額は約1 億2,200 万円となった。

純資産は約940 万円減額し、約４億5,800 万円である。 

 指定管理事業以外の本部、地域総括型事業では、昨年度はルクールの事業収益が増額し、予算外の寄附金や

修繕費の抑制等により赤字が軽減した。今年度は、ぽけっと、ルクールの収益が伸びた反面、寄付金の減額（前

年度比470 万円、当初予算比200 万円）や福祉ホーム、グループホームで建物の修繕があり、人件費の増額

に加えて赤字の要因になった。 

 申請2 年目の処遇改善加算は、期末賞与支給額が約230 万円増え、職員の待遇改善につながっている。   

 

３．社会福祉充実残額 

 

 社会福祉充実残額の算定では、年間事業活動支出（控除対象計算では必要な運転資金として、そのうち 3 ヶ月

分約2 億800 万円）が約8 億3,400 万円で、活用可能な財産約1 億4,800 万円が下回り、社会福祉充

実計画策定には至らない。      

 

以上


